
課程 募集定員 320人

288 人 （募集定員の 90 ％ ）

：

32 人 （募集定員の 10 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県仙台第二高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「至誠業に励み、雄大剛健の風を養い、ともに敬愛切磋を怠らず」という教育目標のもと、真摯な姿勢でものごとに対処でき
る、度量の大きく心豊かな人物を育てます。自ら主体的に行動して社会に貢献し、グローバルに世界をリードできる人物を育成するため
に、日々の教育活動を行っています。本校では「授業第一主義」のもと、幅広い教養と確かな学力を身につけることを重視した授業を行っ
ています。また、東北大学をはじめとする複数の外部団体と連携し、幅広く複雑な事柄を様々な角度から捉え、実社会・実生活の課題を探
究し、自身のあり方や生き方を問い続ける見方や考え方とコミュニケーション力を育てています。

〇求める生徒像
　本校で自らの可能性を高めようとする意欲にあふれた、次の1～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　中学時代に、学業において極めて優秀な成績を収め、確かな目標をもち上級学校へ進学することを希望する生徒
　２　中学時代に、部活動や校外でのスポーツ活動、文化的活動に、積極的に参加したか、または優れた実績がある生徒
　３　社会に貢献するために心身の錬磨を図り、他と信頼関係を築いて、リーダーシップを発揮できる生徒
　４　思考力・表現力に優れ、自主・自律の精神に富み、世界の状況を見通す視点を身に付けようとする生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の１及び２の全てに当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する３２人の
　　２００％の範囲に含まれる者（６４人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動
　　の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 240人

192 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

48 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 750 点

：

＜ 合　計＞ 945 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース なし

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する４８人の
　　２００％の範囲に含まれる者（９６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の２と５に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、文部科学省から、先進的な理数系教育を実施するスーパーサイエンスハイスクールやICT教育をリードするリーディングDXス
クールに指定されています。ユネスコスクール加盟校でもあり、全国から注目される文武両道の活気あふれる学校です。また、小中学生対
象の実験教室を開催するなど、地域青少年の科学リテラシ－向上にも努めています。
　普通科では、探究活動を通して地域社会と積極的に連携します。また、県内外の高校生との協働的な学びや海外の学生との交流なども行
い、多様な文化的背景を持つ人々と積極的にかかわりながら学びを深めます。各教科等で論理的・創造的な思考力を育てる探究的な学び、
教科横断的な学びを実践します。

○求める生徒像
　ペアワークやグループワーク等で協働的に学びながら自らの目標に向かって努力する、次の１～５の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　主体性をもって様々なことに取り組み、自律的・能動的に高校生活を送る生徒
　２　基礎学力が身に付いており、学習に対して強い意欲をもち続ける生徒
　３　社会的問題や哲学的課題などを、広い視野をもって捉え、総合的な判断ができる生徒
　４　論理性の高い自己の意見をもちつつ、多様な人々と協調し、問題発見・解決に向かう生徒
　５　部活動や生徒会活動に積極的に取り組み、高いレベルでの文武両道を達成できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県仙台第三高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 80人

56 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 850 点

：

：

＜ 合　計＞ 1045 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

理数科学校名 宮城県仙台第三高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、文部科学省から、先進的な理数系教育を実施するスーパーサイエンスハイスクールやICT教育をリードするリーディングDXス
クールに指定されています。ユネスコスクール加盟校でもあり、全国から注目される文武両道の活気あふれる学校です。また、小中学生対
象の実験教室を開催するなど、地域青少年の科学リテラシ－向上にも努めています。
　理数科では、地域の大学・研究機関・企業等と連携を図りつつ、科学的な課題の発見・解決を目指す探究活動を行い、成果を共有し国内
外へ発信します。数学・理科・情報・英語・理数探究に重点を置いて教科横断的に学び、情報分析力、論理的思考力、情報収集力などの情
報活用能力を伸ばします。

○求める生徒像
　ペアワークやグループワーク等で協働的に学びながら自らの目標に向かって努力する、次の１～５の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　主体性をもって様々なことに取り組み、自律的・能動的に高校生活を送る生徒
　２　基礎学力が身に付いており、学習に対して強い意欲をもち続ける生徒
　３　数学、理科の分野について、高い関心と適性をもち、強い探究意欲を有する生徒
　４　課題解決のために、粘り強く対象に取り組む生徒
　５　部活動や生徒会活動に積極的に取り組み、高いレベルでの文武両道を達成できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の２と３及び５に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、社会、英語

数学、理科

得点を１．５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　２００％の範囲に含まれる者（４８人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

得点を２．０倍にする

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 200人

180 人 （募集定員の 90 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 10 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 770 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース なし

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　２００％の範囲に含まれる者（４０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　中学校において日々の学習に努力し、特に国語、数学、社会、英語、理科で良好な学習成績を収め
た生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、相手の立場に敬意を払いつつ自己の責任を果たすリーダーの育成を目指しています。積極的な姿勢で自らを成長させる「自主自
律」の理念のもと、高い知性と豊かな創造性を身に付ける教育活動を行っています。

〇求める生徒像
　学習はもちろんのこと、学校行事や部活動、学外研修などに積極的に参加しようとする強い意志を持った生徒の入学を期待しています。
何事にも意欲的に取り組み、幅広い分野に目を向けることができる、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校の一員として自己の責任を果たすとともに、自ら判断する力をもち、向上心と積極的態度をもって自身の高校生活を創り
　　上げることができる生徒
　２　基本的な生活習慣が確立されており、学習活動及び特別活動に自主的・自発的に取り組み、入学後もリーダーシップを発揮で
　　きる生徒
　３　４年制大学への進学等、将来について明確な目標をもち、その実現のために入学後も意欲的に学習活動に取り組む強い意志の
　　ある生徒
　４　あらゆる学問分野に興味をもち、これまで学んだ事を社会や身の回りで起こる事柄に結び付けて考えることができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県宮城第一高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

58



課程 募集定員 80人
（一括募集）

72 人 （募集定員の 90 ％ ）

：

8 人 （募集定員の 10 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 180 点

：

：

　２　  学力検査 1000 点

：

＜ 合　計＞ 1180 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

国際探究科
理数探究科

学校名 宮城県宮城第一高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、相手の立場に敬意を払いつつ自己の責任を果たすリーダーの育成を目指しています。積極的な姿勢で自らを成長させる「自主自
律」の理念のもと、高い知性と豊かな創造性を身に付ける教育活動を行っています。

〇求める生徒像
　学習はもちろんのこと、学校行事や部活動、国際交流活動、学外研修などに積極的に参加しようとする強い意志を持った生徒の入学を期
待しています。何事にも意欲的に取り組み、幅広い分野に目を向けることができる、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校の一員として自己の責任を果たすとともに、自ら判断する力をもち、向上心と積極的態度をもって自身の高校生活を創り
　　上げることができる生徒
　２　社会の中に自ら取り組むべき課題を見つけ、身近な地域や学外の教育機関、海外の諸機関とも積極的に関わりながら、高度な
　　探究活動を行う意欲のある生徒
　３　国内外の大学への進学等、将来について明確な目標をもち、その実現のために意欲的に学習活動に取り組む強い意志のある生徒
　４　多様な学問領域に興味関心をもち、各教科で培った力を複合し、社会において応用しようとする高い意識をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　学力検査を重視します。また、中学校において日々の学習に努力し、特に国語、数学、英語で良好
な学習成績を収めた生徒を重視します。

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、英語 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を２．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する８人の
　　２００％の範囲に含まれる者（１６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 240人

168 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

72 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 210 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

＜ 合　計＞ 460 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 80 点

＜ 合　計＞ 605 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県宮城広瀬高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は「がんばりを認め、伸ばしていく学校」をキャッチフレーズとし、意欲的に取り組む生徒個々のがんばりを認め、やる気を引き出
し、伸ばしていくことに努めています。１・２学年は基礎学力の定着に重点を置いており、数学Ⅰ・Ⅱや英語コミュニケーションⅠ・Ⅱで
は少人数（２５名程度）での授業を実施しています。３学年は進路希望に応じて多様な科目選択が可能となっています。また、英語検定や
漢字検定などの成果に応じた単位認定を行っている他、奉仕活動や社会体験にも力を入れており、「ボランティア活動」や「インターン
シップ活動」を本校独自の教科・科目として設定するなど、意欲的に取り組む生徒を支援しています。

〇求める生徒像
　１　心身ともに健全で、自他の命を大切にし、自分で設定した目標に向けて学校生活に意欲的に取り組む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、確かな学力を身に付けるために努力できる生徒
　３　学校や社会の規律を守り、集団の中で自分を磨く努力ができる生徒
　４　スポーツ活動や文化活動で優れた成績を収め、入学後も活動を継続する意志のある生徒
　５　生徒会活動や学級活動、学校行事で活躍するなど、優れたリーダー性を有する生徒
　６　校内外において継続的に奉仕的活動に取り組む意志のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する７２人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（８６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)自己アピール
　　(3)その他
　４　観点
　　(1)態度　　４０点
　　(2)表現力　４０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 200人

180 人 （募集定員の 90 ％ ）

：

20 人 （募集定員の 10 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 650 点

：

：

＜ 合　計＞ 920 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県泉高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「積極挑戦し未来を切り開く生徒～多様な経験から主体性を育む」を合言葉としています。本校では、ほぼ全ての生徒が4年制
大学などの上級学校への進学を希望し、日々の授業に真剣に取り組んでいます。また、本校は、勉強だけではなく、学校行事や部活動も盛
んに行われているとても活気のある学校です。様々なことに自ら積極的に挑戦することを通して、多くの経験を積み重ねることができま
す。高い志を持ち、本校卒業後にも地域社会や国際社会で活躍し、成長し続ける「泉高生」の育成を目指しています。

〇求める生徒像
　本校の普通科では、様々なことに積極的に挑戦して、自らの未来を切り開こうとする、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めていま
す。
　１　本校普通科を志望する強い意志と、入学後も上級学校へ進学するという明確な目標を持ち、積極的に学習活動に取り組む生徒
　２　地域社会や国際社会に積極的に貢献していこうとする強い意志を持って、意欲的に高校生活を送ることができる生徒
　３　探究的な学びを深めるための基礎学力が身に付いており、特に国語・数学・英語の成績が優秀な生徒
　４　基本的な学習習慣や生活習慣を確実に身に付け、部活動・特別活動・校外活動に対して積極的に取り組む生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３及び４のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、学力検査で
は、特に国語、数学、英語を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

社会、理科

国語、数学、英語

得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２０人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（３０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

得点を１．５倍にする

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 英語科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

32 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

8 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 270 点

：

：

　２　  学力検査 700 点

：

：

：

＜ 合　計＞ 970 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

英語科学校名 宮城県泉高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「積極挑戦し未来を切り開く生徒～多様な経験から主体性を育む」を合言葉としています。本校では、ほぼ全ての生徒が4年制
大学などの上級学校への進学を希望し、日々の授業に真剣に取り組んでいます。また、本校は、勉強だけではなく、学校行事や部活動も盛
んに行われているとても活気のある学校です。様々なことに自ら積極的に挑戦することを通して、多くの経験を積み重ねることができま
す。高い志を持ち、本校卒業後にも地域社会や国際社会で活躍し、成長し続ける「泉高生」の育成を目指しています。

〇求める生徒像
　本校の英語科では、様々なことに積極的に挑戦して、将来、地域社会や国際社会で活躍しようとする、次の１～５の全てに当てはまる生
徒を求めています。
　１　本校英語科を志望する強い意志と、入学後も上級学校へ進学するという明確な目標を持ち、積極的に学習活動に取り組む生徒
　２　地域社会や国際社会に積極的に貢献していこうとする強い意志を持って、意欲的に高校生活を送ることができる生徒
　３　探究的な学びを深めるための基礎学力が身に付いており、特に国語・数学・英語の成績が優秀な生徒
　４　基本的な学習習慣や生活習慣を確実に身に付け、部活動・特別活動・校外活動に対して積極的に取り組む生徒
　５　優れた英語の能力や顕著な実績があり、入学後もその力を積極的に伸ばそうとする意欲のある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、学力検査で
は、特に英語、国語、数学を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

社会、理科

国語、数学

得点を１．０倍にする

英語 得点を２．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する８人の
　　２００％の範囲に含まれる者（１６人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

得点を１．５倍にする

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 240人

180 人 （募集定員の 75 ％ ）

：

60 人 （募集定員の 25 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 390 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 890 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する６０人の
　　１５０％の範囲に含まれる者（９０人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４及び５のいずれかに当てはまる生徒を重視します。また、中学校におい
て日々の学習に努力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を２. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を４. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は「自律・啓発」、「友愛・協調」、「堅忍・不撓」を校訓とし、進学を目指しながら、部活動も活発に行い、ボランティア活動
にも率先して取り組む、地域に根ざした学校です。
　「限りない夢に、１歩ずつ」をスローガンに、授業ではきめ細やかな学習サポートを行い、目標へ向かって粘り強く努力をする「松陵
生」の育成を目指しています。また、部活動や生徒会活動、学校行事、ボランティア活動などの課外活動は、生徒一人ひとりが活躍し、
大きく成長できる機会と考え、課外活動にも力を入れている学校です。

〇求める生徒像
　特に、次の１、２の全てに当てはまり、かつ３～６のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　基礎・基本的な学力を身に付けた、学習活動に意欲的に取り組むことができる生徒
　２　基本的な生活習慣を身に付けた、他者を思いやることができる生徒
　３　大学等への進学を目指し、学習活動に粘り強く取り組む生徒
　４　部活動、校外のスポーツ活動、芸術文化活動、ボランティア活動において優れた実績をもつ生徒
　５　部活動や生徒会活動でリーダーシップを発揮し、積極的に活動した実績をもつ生徒
　６　本校に入学後、部活動やボランティア活動等の諸活動に、積極的に取り組もうとする意欲をもつ生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜
面接・実技・作文のうち

実施するもの

普通科学校名 宮城県泉松陵高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック

63



課程 募集定員 240人

216 人 （募集定員の 90 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 10 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 695 点

　Ⅱ　選抜方法

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 宮城県泉館山高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校は、「自律」「敬愛」「貢献」の校訓のもと、「自分と向き合う力」「相手と向き合う力」「社会と向き合う力」の３つの力を柱と
した館高力を養成し、地域社会や国際社会の創造に貢献できる人になるための力を、生徒が身に付けることができるよう教育活動を行って
います。授業では、ＩＣＴ活用や探究学習の充実により、深い学びを実現しています。学校行事では、館高三大行事の球技大会・翠樅祭・
体育祭を生徒の委員会が主体となって運営し、創意工夫や活気に溢れています。部活動も盛んで、運動部、文化部とも熱心に活動し全国大
会にも出場しています。地域との関係も強く、地域に根ざしたボランティア活動にも積極的に取り組んでいます。

〇求める生徒像
　次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　４年制大学への進学等を目指して、学習活動に意欲的に取り組む生徒
　２　自他の人格を尊重し、相互に信頼し合い、良好な人間関係を築く生徒
　３　学習活動、特別活動、部活動等にバランス良く取り組む生徒
　４　校内・校外の様々な活動に、主体的に関わる意欲がある生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
上記「求める生徒像」の３と４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する２４人の
　　２００％の範囲に含まれる者（４８人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点の合計点を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活動の記
　　録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 200人

140 人 （募集定員の 70 ％ ）

：

60 人 （募集定員の 30 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 232.5 点

：

：

　２　  学力検査 750 点

：

＜ 合　計＞ 982.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース なし

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する６０人の
　　１２０％の範囲に含まれる者（７２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　中学校において日々の学習に努力し、良好な学習成績を収め、確かな学力を身に付けた生徒を重視
します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ５倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．５倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校では、「宮城野…ここでは生徒一人ひとりが輝きます」をテーマに、「創造的自由」の精神を重んじた、生徒の自主性・主体性を尊
重する教育活動が実践されています。デザインの発想を課題解決に生かす「デザイン思考」について学び、自他の「しあわせ」のために、
様々な個性と協同しながら、新しいアイディアを形にしていく力を養うことができます。
　探究活動も盛んで、多様な探究手法・表現方法の中から個に応じた探究活動を選ぶことができ、自分の個性を生かして社会に貢献する力
を養います。放課後も、進路目標達成のための学習はもちろん、学校行事の企画運営やサークル活動など、一人ひとりが自主的・主体的に
活動する活気ある学校です。

〇求める生徒像
　次の１～５の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校の校風に共感し、高い目標を掲げ、自主的・自律的に学び、自己の進路実現のために継続的に努力することができる生徒
　２　本校普通科の教育課程に適応しうる確かな学力を備えている生徒
　３　本校の一員として自覚をもち、自主的ボランティアによる生徒企画行事や自治活動、校外での社会貢献活動などに積極的に参加
　　しようという意欲を有する生徒
　４　自らの個性や得意を生かして、社会に貢献しようという意欲を持ち、探究的学習活動に積極的に取り組むことができる生徒
　５　互いの個性を尊重し、相手の立場を考えて他者とのコミュニケーションを図ることができる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

普通科学校名 宮城県宮城野高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 40人

16 人 （募集定員の 40 ％ ）

：

24 人 （募集定員の 60 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 195 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

　３　  実技 100 点
＜ 合　計＞ 795 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  実技 50 点

＜ 合　計＞ 575 点

　Ⅱ　選抜方法

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　実技
　１　形態
　　　デッサン
　２　時間
　　　５０分
　３　内容
　　　鉛筆デッサン
　４　観点
　  (1)造形的な要素　３０点
　　(2)制作過程等  　２０点

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース 普通科

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び実技の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する２４人の１２０％の範囲に含まれる者（２８人）を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び実技の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

実技

共　通　選　抜
Ⅰ　実技
　１　形態
　　　デッサン
　２　時間
　  　１８０分
　３　内容
　　　鉛筆デッサン
　４　観点
　　(1)造形的な要素　６０点
　　(2)制作過程等　　４０点

※実技については，２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 7 3

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は７：３とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の３に当てはまる生徒を重視します。また、中学校において日々の学習に努
力し、良好な学習成績を収めた生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を１. ０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２. ０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を１．０倍にする

求　　め　　る　　生　　徒　　像
〇学校紹介
　本校では、「宮城野…ここでは生徒一人ひとりが輝きます」をテーマに、「創造的自由」の精神を重んじた、生徒の自主性・主体性を尊
重する教育活動が実践されています。デザインの発想を課題解決に生かす「デザイン思考」について学び、自他の「しあわせ」のために、
様々な個性と協同しながら、新しいアイディアを形にしていく力を養うことができます。
　特に美術科では、豊富な体験学習や美術作品の鑑賞、そして創作活動をとおして表現と鑑賞の能力を磨き、他者を思いやる想像力や知識
を求める意欲、生涯にわたり芸術を愛好する感性や豊かな心を育むことができます。

〇求める生徒像
　次の１～５の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校の校風に共感し、高い目標を掲げ、自主的・自律的に学び、学業と創作活動の両立に努めることができる生徒
　２　本校美術科の教育課程に適応しうる確かな学力を備えている生徒
　３　創作活動に粘り強く取り組むことができ、絵画・彫刻・工芸・デザイン等に優れた創造的能力を有する生徒
　４　自らの個性や得意を生かして、社会に貢献しようという意欲を持ち、探究的学習活動に積極的に取り組むことができる生徒
　５　他者との対話や芸術的体験をとおして多様な価値観を見出し、新しい視点を得ようとする生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 特色選抜　→　共通選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

美術科学校名 宮城県宮城野高等学校 全日制
学科

（コース・部）

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 280人

224 人 （募集定員の 80 ％ ）

：

56 人 （募集定員の 20 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 220 点

：

：

　２　  学力検査 500 点

：

＜ 合　計＞ 720 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

＜ 合　計＞ 525 点

　Ⅱ　選抜方法

普通科学校名 仙台市立仙台高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　教育理念である「自主自立」を目指し、勉学や部活動等に全力で取り組む生徒が学んでいます。大学進学を中心とする様々な進路に対応
可能な教科・科目を用意し、３５人学級という目の行き届く環境の中で授業を行っています。総合的な探究の時間では、大学や関係機関と
つながりながら、「持続可能な開発目標(SDGs)」の目標に関連づけたキャリアプラン（＝「フェニックス・プラン」）を行うことで、これ
からの時代に必要な力（＝「７つの仙高力」）を育みます。「仙台高校基金留学」という独自の留学資金補助制度があり、毎年２０名程度
の生徒が利用しています。歴史と伝統ある自由な校風の中で、生き生きとした高校生活を送れる学校です。

○求める生徒像
　本校は、「自主自立」の教育理念のもと、社会の一員としての自覚をもち、的確な判断力と課題を解決する能力を備えた自立できる人間
を育てています。勉学はもとより、キャリア教育や部活動などの諸活動に積極的に取り組むことで、自他を尊重し、自ら考え、行動する生
徒の育成に努めており、次の１～４の全てに当てはまる生徒を求めます。
　１　仙台高等学校の一員としての自覚をもち、自他を尊重した責任ある言動をとる生徒
　２　自分の特長・特性の理解を深めながら進路を設定し、進学などの進路目標に向かって挑戦する生徒
　３　中学校において勉学に意欲的に取り組み、高校では授業への積極的な参加を通し、学習成果の伸長が期待できる生徒
　４　中学校において部活動などの自主的な諸活動に積極的に参加し、高校入学後も意欲的に活動することが期待できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

なし

共　通　選　抜
学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」のうち、特に３と４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科
１、２年の評定を１．０倍にし、
３年の評定を２．０倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を １．０倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜する５６人の
　　２００％の範囲に含まれる者（１１２人）を対象として行う。
・　学力検査点と調査書点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定以外の特別活
　　動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

なし

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
ホームページ

公立高校

ガイドブック
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課程 募集定員 320人

192 人 （募集定員の 60 ％ ）

：

128 人 （募集定員の 40 ％ ）

　Ⅰ　配点
　1　  調査書 97.5 点

：

：

　２　  学力検査 250 点

：

　３　  面接 100 点
＜ 合　計＞ 447.5 点

　Ⅱ　選抜方法

　

　Ⅰ　配点

　1　  調査書 225 点

：

：

　２　  学力検査 300 点

：

　３　  面接 100 点

＜ 合　計＞ 625 点

　Ⅱ　選抜方法

商業科学校名 仙台市立仙台商業高等学校 全日制
学科

（コース・部）

求　　め　　る　　生　　徒　　像
○学校紹介
　本校は、豊かな人間性のある生徒の育成を目指しています。地域社会から信頼される商業高校として、ルールやマナー、人とのつながり
を大切にしています。また、多様な進路希望を持った生徒の自己実現を可能にする学校です。
　商業高校生として必要な専門性やコミュニケーション能力を身に付けることができます。また、部活動に熱心に取り組む生徒が多く、全
校応援ができる活気ある学校です。

○求める生徒像
　失敗を恐れず、何事にも挑戦できる、次の１～５のいずれかに当てはまる生徒を求めます。
　１　本校への志望動機が明確であり、学習活動及び部活動ともに意欲的に取り組む生徒
　２　基本的な生活習慣が身に付いており、学習成績及び人物ともに優れ、活力ある生徒
　３　商業に関して強い関心をもち、日常の学習や商業系の部活動をとおして高度の資格取得を目指す生徒
　４　部活動・校外でのスポーツ活動で顕著な実績や優れた能力を有し、入学後も本校の部活動で活動する意志のある生徒
　５　自分の将来に夢をもち、その達成のために、日々努力できる生徒

第　一　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）

選抜順序 共通選抜　→　特色選抜 面接・実技・作文のうち
実施するもの

面接

共　通　選　抜
Ⅰ　面接
　１　形態
　　　集団面接
　２　時間
　　　２０分程度
　３　内容
　　(1)志望動機
　　(2)中学校での活動状況
　　(3)将来の進路志望
　　(4)その他
　４　観点
　　(1)態度　　　１０点
　　(2)表現力等　９０点

※面接については、２日目に実施す
る。

学力検査：調査書 6 4

　学力検査点（５００点満点）と調査書点（１９５点満点）の満点を原点とした相関図を用いて選抜
する。相関図での学力検査点と調査書点の比重は６：４とする。

特　色　選　抜
　上記「求める生徒像」の４に当てはまる生徒を重視します。

国語、数学、社会、英語、理科 全学年の評定を０．５倍にする

音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を１．０倍にする

国語、数学、社会、英語、理科 得点を０．５倍にする

学校情報はこちら

・　審査は、学力検査点、調査書点及び面接の得点の合計点上位の者から、特色選抜で選抜
　　する１２８人の１５０％の範囲に含まれる者(１９２人)を対象として行う。

・　学力検査点、調査書点及び面接の得点を合計した点数を基に、調査書の記載事項（評定
　　以外の特別活動の記録などの資料）も用いて、求める生徒像に照らして総合的に審査し、
　　選抜する。

上記Ⅰを基に、総合的に審査し、選抜する。

第　二　次　募　集　（　選　抜　方　法　等　）
面接・実技・作文

Ⅰ　面接
　１　形態
　　　個人面接
　２　時間
　　　１０分程度
　３　内容
　　　第一次募集と同じ
　４　観点
　　　第一次募集と同じ

国語、数学、英語 全学年の評定を１．０倍にする

社会、理科、音楽、美術、保健体育、技術家庭 全学年の評定を２．０倍にする

国語、数学、英語 各教科１００点満点

第２志望とすることができ
る学科・コース

学校
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